
 

 

 
2024 年 8 月 6 日 

各 位  

会 社 名 株式会社トーエネック 

代表者名 代表取締役社長 滝本 嗣久 

（コード：1946 東証プライム・名証プレミア） 

問合せ先 執行役員 経理部長 小倉 稔彦 

（ＴＥＬ 052-219-1916） 

2025年 3月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

（公認会計士等による期中レビューの完了） 

当社は、2024 年 7 月 31 日に 2025 年 3 月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）を開示いたしま

したが、四半期連結財務諸表について、公認会計士等による期中レビューが完了しましたのでお知らせい

たします。 

 なお、2024 年 7 月 31 日に発表した四半期連結財務諸表について変更はありません。 

以 上 

 



2025年3月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
2024年8月6日

上場会社名 株式会社トーエネック 上場取引所  東 名

コード番号 1946 ＵＲＬ  https://www.toenec.co.jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）滝本　嗣久

問合せ先責任者 （役職名）執行役員　経理部長 （氏名）小倉　稔彦 ＴＥＬ  052-219-1916

配当支払開始予定日 　－

決算補足説明資料作成の有無：有

決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第１四半期 59,980 3.4 2,679 △8.8 2,641 △7.3 1,917 11.5

2024年3月期第１四半期 58,026 10.9 2,937 17.0 2,849 26.2 1,719 24.9

（注）包括利益 2025年3月期第１四半期 1,907 百万円 （△40.0％）2024年3月期第１四半期3,179 百万円 (106.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年3月期第１四半期 102.54 －

2024年3月期第１四半期 91.98 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期第１四半期 300,927 130,579 43.3 6,972.42

2024年3月期 304,931 131,140 43.0 7,010.78

（参考）自己資本 2025年3月期第１四半期 130,378百万円 2024年3月期 131,097百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 － 60.00 － 140.00 200.00

2025年3月期 －

2025年3月期（予想） 100.00 － 20.00 －

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 125,000 3.7 6,200 △10.2 6,000 △7.7 4,200 3.1 224.61

通期 263,000 4.0 13,000 △18.3 12,000 △5.4 8,400 △10.1 89.84

１．2025年3月期第１四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年6月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

※2025年3月期（予想）第２四半期末配当金の内訳　普通配当　80円00銭　記念配当　20円00銭（創立80周年記念配当）

※当社は、2024年10月1日を効力発生日として普通株式１株につき５株の割合をもって株式分割を行う予定です。2025年3

月期（予想）の１株当たり期末配当金につきましては、当該株式分割を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は

「－」と記載しております。株式分割を考慮しない場合の2025年3月期（予想）の期末配当金は100円、年間配当金は

200円となります。

３．2025年3月期の連結業績予想（2024年4月1日～2025年3月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

※2025年3月期の連結業績予想の通期における１株当たり当期純利益につきましては、株式分割の影響を考慮しておりま

す。株式分割の影響を考慮しない場合の１株当たり当期純利益は449円22銭となります。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期１Ｑ 19,329,990株 2024年3月期 19,329,990株

②  期末自己株式数 2025年3月期１Ｑ 630,772株 2024年3月期 630,600株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期１Ｑ 18,699,241株 2024年3月期１Ｑ 18,694,104株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規　1社　（社名）Tri-En TOENEC Co.,Ltd.

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

(注)詳細につきましては、添付資料7ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に

関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

1．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

　 断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

　 等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

2．業績予想に関する事項については、添付資料2ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測

　 情報に関する説明」をご覧ください。

3．決算補足説明資料「2025年3月期第１四半期 決算説明資料」は、2024年7月31日に当社ホームページに開示してお

ります。



（％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第１四半期 54,496 4.8 2,044 △18.1 2,358 △16.5 1,591 △15.8

2024年3月期第１四半期 51,985 9.8 2,495 10.6 2,826 17.8 1,890 16.6

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年3月期第１四半期 85.10 －

2024年3月期第１四半期 101.13 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期第１四半期 266,298 102,620 38.5 5,487.94

2024年3月期 275,165 103,878 37.8 5,555.17

（参考）自己資本 2025年3月期第１四半期 102,620百万円 2024年3月期 103,878百万円

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 113,000 5.2 5,600 △3.9 5,300 △8.9 3,600 △5.4 192.52

通期 230,000 2.4 11,500 △14.7 10,600 △20.7 7,500 △13.6 80.22

（参考） 個別業績の概要

１．2025年3月期第１四半期の個別業績（2024年4月1日～2024年6月30日）

（１）個別経営成績（累計）

（２）個別財政状態

２．2025年3月期の個別業績予想（2024年4月1日～2025年3月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

※2025年3月期の個別業績予想の通期における１株当たり当期純利益につきましては、株式分割の影響を考慮しておりま

　す。株式分割の影響を考慮しない場合の１株当たり当期純利益は401円09銭となります。
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〔連結業績〕 売上高 599億8千万円 （前年同期比 　3.4％増）

営業利益 26億7千9百万円 （前年同期比 　8.8％減）

経常利益 26億4千1百万円 （前年同期比 　7.3％減）

親会社株主に帰属する

四半期純利益
19億1千7百万円 （前年同期比　11.5％増）

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあっ

て、回復の動きが続きました。建設業界におきましては、公共投資は堅調であり、民間設備投資

も高い水準で推移しました。

　先行きにつきましては、好調な企業収益等を背景に、企業の設備投資意欲は旺盛であり、これ

にＤＸの推進、カーボンニュートラルへの対応などの需要も相まって、民間設備投資は増加して

いくことが見込まれます。

　一方で、欧米における高い金利水準の継続に伴う影響に加え、中国経済の先行き懸念など、景

気の下振れリスクは依然として残されています。また、原材料価格の高騰や供給面での制約等が

事業環境に与える影響について引き続き注視していく必要があります。

　このような状況のもと、当社グループにおいては中期経営計画2027（2023年度～2027年度）の

達成に向け、お客さまや社会と共に成長し続けていくための取り組むべき施策を４つの基本方針

（①成長分野への挑戦、②既存事業の深化、③人材投資の更なる拡充、④経営基盤の強化）にま

とめ、将来を見据えたエリア戦略の展開、グループ一体でのバリューチェーンの強化、働き方改

革の推進、安全・施工品質の確保などに取り組んでまいりました。

　当第１四半期の連結業績につきましては、売上高は屋内線工事や空調管工事に加え、大型太陽

光発電工事案件が順調に進捗したことなどにより増収となりました。利益面につきましては、従

業員エンゲージメント向上に向けた人材投資の推進などにより、営業利益・経常利益は減益とな

りました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、持分法適用会社への追加出資による子会社化

に伴い、特別利益を計上したことなどにより、増益となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第１四半期末の総資産は、流動資産においては現金預金の減少（54億5千7百万円）、未成工

事支出金の増加（7億7千7百万円）などにより、固定資産においては、有形固定資産の減少（5億6

千1百万円）、のれんの増加（7億7千万円）などにより、前連結会計年度末と比較して40億3百万

円減少し、3,009億2千7百万円となりました。

　負債につきましては、流動負債においては短期借入金の増加（17億9千7百万円）、未払費用の

減少（24億2千9百万円）、未払法人税等の減少（33億2千3百万円）、未成工事受入金の増加（17

億8千3百万円）などにより、固定負債においてはリース債務の減少（10億6千万円）などにより、

前連結会計年度末と比較して34億4千2百万円減少し、1,703億4千8百万円となりました。

　純資産につきましては、利益剰余金の減少（7億円）などにより、前連結会計年度末と比較して

5億6千万円減少し、1,305億7千9百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年3月期第２四半期及び通期の業績予想につきましては、2024年4月26日に公表した予想数

値から変更しておりません。また、配当予想につきましては、2024年5月30日に公表した「株式分

割、株式分割に伴う定款の一部変更および配当予想の修正に関するお知らせ」から変更しており

ません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2024年 3月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2024年 6月30日）

資産の部

流動資産

現金預金 38,282 32,824

預け金 1,500 1,500

受取手形・完成工事未収入金等 83,880 83,511

未成工事支出金 5,649 6,427

材料貯蔵品 3,270 3,138

商品 115 138

その他 3,915 5,066

貸倒引当金 △119 △119

流動資産合計 136,494 132,486

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 57,556 57,538

機械、運搬具及び工具器具備品 117,290 118,340

土地 31,897 31,910

建設仮勘定 3,240 3,454

減価償却累計額 △81,872 △83,694

有形固定資産合計 128,111 127,550

無形固定資産

のれん 626 1,396

その他 2,772 2,721

無形固定資産合計 3,399 4,118

投資その他の資産

投資有価証券 29,167 28,925

繰延税金資産 4,350 4,742

その他 6,807 6,524

貸倒引当金 △3,400 △3,420

投資その他の資産合計 36,925 36,772

固定資産合計 168,436 168,440

資産合計 304,931 300,927

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2024年 3月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2024年 6月30日）

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 44,199 42,708

短期借入金 12,082 13,879

未払費用 8,010 5,580

未払法人税等 4,398 1,075

未成工事受入金 4,091 5,874

工事損失引当金 79 490

その他 10,924 12,329

流動負債合計 83,785 81,938

固定負債

社債 8,400 8,400

長期借入金 21,299 21,028

リース債務 43,357 42,297

退職給付に係る負債 11,777 11,510

資産除去債務 4,707 4,711

その他 462 461

固定負債合計 90,004 88,409

負債合計 173,790 170,348

純資産の部

株主資本

資本金 7,680 7,680

資本剰余金 6,855 6,855

利益剰余金 104,598 103,898

自己株式 △1,525 △1,526

株主資本合計 117,609 116,908

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,112 8,950

為替換算調整勘定 735 895

退職給付に係る調整累計額 3,640 3,623

その他の包括利益累計額合計 13,487 13,470

非支配株主持分 42 200

純資産合計 131,140 130,579

負債純資産合計 304,931 300,927
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年 4月 1日

至　2023年 6月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年 4月 1日

至　2024年 6月30日）

売上高 58,026 59,980

売上原価 49,749 51,547

売上総利益 8,276 8,433

販売費及び一般管理費 5,339 5,754

営業利益 2,937 2,679

営業外収益

受取利息 2 28

受取配当金 188 199

受取地代家賃 61 55

持分法による投資利益 － 72

その他 205 83

営業外収益合計 457 439

営業外費用

支払利息 505 468

持分法による投資損失 29 －

その他 10 9

営業外費用合計 545 477

経常利益 2,849 2,641

特別利益

段階取得に係る差益 － 212

固定資産売却益 0 －

特別利益合計 0 212

特別損失

固定資産除売却損 39 4

特別損失合計 39 4

税金等調整前四半期純利益 2,810 2,848

法人税等 1,086 926

四半期純利益 1,723 1,922

非支配株主に帰属する四半期純利益 4 5

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,719 1,917

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年 4月 1日

至　2023年 6月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年 4月 1日

至　2024年 6月30日）

四半期純利益 1,723 1,922

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,255 △233

為替換算調整勘定 81 142

退職給付に係る調整額 46 △11

持分法適用会社に対する持分相当額 72 85

その他の包括利益合計 1,456 △15

四半期包括利益 3,179 1,907

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,173 1,900

非支配株主に係る四半期包括利益 6 6

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算している。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注３）

設備工事業
エネルギー

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 53,516 3,412 56,929 1,096 58,026 － 58,026

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 1,063 1,063 △1,063 －

 計 53,516 3,412 56,929 2,160 59,089 △1,063 58,026

セグメント利益 3,177 1,095 4,272 148 4,420 △1,483 2,937

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注３）

設備工事業
エネルギー

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 55,404 3,433 58,838 1,142 59,980 － 59,980

セグメント間の内部

売上高又は振替高
66 － 66 1,096 1,162 △1,162 －

 計 55,471 3,433 58,905 2,238 61,143 △1,162 59,980

セグメント利益 3,246 1,026 4,272 151 4,423 △1,744 2,679

（セグメント情報等の注記）

前第１四半期連結累計期間（自　2023年 4月 1日　至　2023年 6月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品販売、賃貸リース、損害保

険代理業等を含んでいる。

２　セグメント利益の調整額△1,483百万円には、セグメント間取引消去31百万円及び報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,514百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない四半期連

結財務諸表提出会社の管理部門に係る一般管理費である。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

当第１四半期連結累計期間（自　2024年 4月 1日　至　2024年 6月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品販売、賃貸リース、損害保

険代理業等を含んでいる。

２　セグメント利益の調整額△1,744百万円には、セグメント間取引消去34百万円及び報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,779百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない四半期連

結財務諸表提出会社の管理部門に係る一般管理費である。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項なし。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項なし。

　前第１四半期連結累計期間
（自　2023年 4月 1日

　　至　2023年 6月30日）

　当第１四半期連結累計期間
（自　2024年 4月 1日

　　至　2024年 6月30日）

減価償却費 2,522百万円 2,503百万円

のれんの償却額 78 78

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。な

お、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含

む。）及びのれんの償却額は、次のとおりである。
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得意先別
2024年3月期

第１四半期実績
2025年3月期

第１四半期実績
比較増減 増減率

受

注

高

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

中部電力グループ※ 19,499 （36.0） 19,638 （38.5） 139 0.7

一般得意先 34,614 （64.0） 31,394 （61.5） △3,219 △9.3

合計 54,113 （100.0） 51,033 （100.0） △3,079 △5.7

売

上

高

中部電力グループ※ 19,223 （37.0） 19,567 （35.9） 343 1.8

一般得意先 32,761 （63.0） 34,929 （64.1） 2,167 6.6

合計 51,985 （100.0） 54,496 （100.0） 2,511 4.8

部門別
2024年3月期

第１四半期実績
2025年3月期

第１四半期実績
比較増減 増減率

受

注

高

設

備

工

事

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

配電線工事 18,301 （33.8） 18,881 （37.0） 579 3.2

地中線工事 1,805 （3.3） 2,192 （4.3） 386 21.4

屋内線工事 23,945 （44.3） 21,032 （41.2） △2,912 △12.2

空調管工事 4,729 （8.7） 3,116 （6.1） △1,613 △34.1

通信工事 5,330 （9.9） 5,811 （11.4） 480 9.0

計 54,113 （100.0） 51,033 （100.0） △3,079 △5.7

売

上

高

設

備

工

事

配電線工事 18,489 （35.6） 19,408 （35.6） 919 5.0

地中線工事 1,374 （2.6） 3,345 （6.1） 1,970 143.3

屋内線工事 17,446 （33.6） 17,737 （32.6） 290 1.7

空調管工事 5,665 （10.9） 5,976 （11.0） 311 5.5

通信工事 4,604 （8.8） 3,553 （6.5） △1,051 △22.8

計 47,581 （91.5） 50,022 （91.8） 2,440 5.1

エネルギー事業 3,412 （6.6） 3,433 （6.3） 21 0.6

商品販売 991 （1.9） 1,040 （1.9） 49 5.0

合計 51,985 （100.0） 54,496 （100.0） 2,511 4.8

期

末

手

持

工

事

高

設

備

工

事

配電線工事 5,112 （3.6） 5,028 （3.8） △83 △1.6

地中線工事 8,321 （5.9） 9,277 （7.0） 956 11.5

屋内線工事 88,414 （63.0） 88,056 （66.6） △358 △0.4

空調管工事 25,035 （17.8） 18,122 （13.7） △6,912 △27.6

通信工事 13,550 （9.7） 11,779 （8.9） △1,771 △13.1

計 140,434 （100.0） 132,264 （100.0） △8,170 △5.8

３．その他

受注及び売上の状況（個別業績）
（１）得意先別受注高・売上高（累計）

（注） （　）内のパーセント表示は、構成比率を示しております。

※　中部電力グループ：中部電力㈱、中部電力パワーグリッド㈱、中部電力ミライズ㈱

（２）部門別受注高・売上高（累計）、期末手持工事高

（注） （　）内のパーセント表示は、構成比率を示しております。
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得意先別 2024年3月期実績 2025年3月期予想 比較増減 増減率

受

注

高

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

中部電力グループ※ 75,605 （36.9） 77,500 （37.8） 1,894 2.5

一般得意先 129,318 （63.1） 127,500 （62.2） △1,818 △1.4

合計 204,923 （100.0） 205,000 （100.0） 76 0.0

売

上

高

中部電力グループ※ 77,737 （34.6） 80,000 （34.8） 2,262 2.9

一般得意先 146,920 （65.4） 150,000 （65.2） 3,079 2.1

合計 224,658 （100.0） 230,000 （100.0） 5,341 2.4

部門別 2024年3月期実績 2025年3月期予想 比較増減 増減率

売

上

高

設

備

工

事

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

配電線工事 73,449 （32.7） 77,000 （33.5） 3,550 4.8

地中線工事 9,025 （4.0） 12,500 （5.4） 3,474 38.5

屋内線工事 82,696 （36.8） 84,500 （36.8） 1,803 2.2

空調管工事 22,720 （10.1） 21,000 （9.1） △1,720 △7.6

通信工事 19,681 （8.8） 18,000 （7.8） △1,681 △8.5

計 207,573 （92.4） 213,000 （92.6） 5,426 2.6

エネルギー事業 12,901 （5.7） 12,800 （5.6） △101 △0.8

商品販売 4,183 （1.9） 4,200 （1.8） 16 0.4

合計 224,658 （100.0） 230,000 （100.0） 5,341 2.4

（３）通期の得意先別受注高・売上高予想

（注） （　）内のパーセント表示は、構成比率を示しております。

※　中部電力グループ：中部電力㈱、中部電力パワーグリッド㈱、中部電力ミライズ㈱

（４）通期の部門別売上高予想

（注） （　）内のパーセント表示は、構成比率を示しております。

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・参考として開示した受注及び売上の状況は、法定開示におけるレビュー対象ではありません。

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月５日

株式会社トーエネック

取締役会　御中

　　有限責任　あずさ監査法人

　　名古屋事務所

　　指定有限責任社員

　　業務執行社員
公認会計士 岩　田　国　良

　　指定有限責任社員

　　業務執行社員
公認会計士 村　井　達　久

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社トーエネックの2024年４月１日から2025年３

月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四半期連結累

計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所及び株式会社名

古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財

務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）

に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これ

には、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制

を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４

条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表

等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要が

ある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていない。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

　を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

　の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

　れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所及び株式会

　社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四

　半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されて

　いる。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に

　関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起

　すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対

　して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手

　した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表

　等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

　し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

　と信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

　は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

　結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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